
 

市立伊丹病院と公立学校共済組合近畿中央病院の

統合に関する基本協定書  
 

 伊丹市（ 以下「 甲 」という 。）と 公立 学校共済 組合（以 下「乙」という。）

は、市立伊 丹病院 と 公立学校 共済組 合 近畿中央 病院の 統 合検討会 議にお け

る検討の 結果 、市 立伊丹病 院 と公立 学校共済 組合近 畿 中央病院（以 下「 両

病 院 」 と い う 。） を 統 合 再 編 す る こ と が 望 ま し い と の 判 断 に 至 っ た こ と か

ら、両 病院を 統合再 編した新 たな基 幹 病院（以下「 新病院 」とい う。）及び

健康管理 施設を 整 備するこ とに合 意 するもの とし、統 合 に関する 基本事 項

について 、下記 の とおり基 本協定 を 締結する 。  

 

記  

 

（目的）  

第１条  この協定 は 、甲及 び乙が 、両病 院の 統合に関 し、必要 な基本的 事

項につい て定め る ことを目 的とす る 。  

 

（基本方 針）  

第２条   両病院 の統合 は、次の各号 に掲げ る 事項が確 実に履 行 されるよ う

実施する も の と す る。  

    甲の市民 が必要 と する医療 の提供  

    乙の組合 員が必 要 とする職 域機能 の 提供  

２  統合 再 編に よ って地域医療に 支 障をきた すこと が ないよう、両病院 が

これまで 地域に 提 供してきた医療 機 能やサー ビスに つ いては、地域の 医

療機関と の役割 分 担を踏まえ、原 則 として新 病院が 継 承する。  

３  統 合 再 編 に 当 た っ て 、 甲 及 び乙 は 、「 市 立 伊 丹 病 院 と 近 畿 中 央 病 院 の

統合再編 に係る 基 本方針」に 定める「統合再編 により 目 指すべき 方向性 」

を基に、 それぞ れ が責任を もって 取 り組むよ う努め る ものとす る。  

４  新病 院 及び 健 康 管 理 施 設の運 営 について は、第 1 項 各号に掲 げる事 項

を 達 成 す る こ と が で き る よ う 甲 乙 そ れ ぞ れ が 互 い に 連 携 す る も の と す

る。  

 

（診療機 能等）  

第３条  新病院に おいて は 、伊丹市 域をは じ めとする 阪神北 準 圏域にお け

る基幹的 な 医療 機 関 と し て の役割を 果たすた め、今 後の 疾病構造 の変化



 

や医療需 要 等を 的 確 に 踏 ま え、市 立伊 丹病院と 公立学 校 共済組合 近畿中

央病院が こ れま で 地 域 に 提 供してき た診療機 能を基 本 とし、更 なる診 療

機能の充 実 及び 強 化 に 努 め る。  

２  健康 管理施 設 において は、乙 の 組合員の 心と身 体の健康増 進、疾 病 予

防等のほ か、地 域 住民への 一般健 診 等を実施 し、乙 の 組合員及 び地域 住

民の健康 管理を 支 援する。  

 

（統合時 期）  

第４条  今後の医 療需要 に 対応する ため、早 期に両病 院の統 合 に向けた 整

備を進め 、 令 和 ７ 年度（ 2025 年度） の統合を 目指す も のとする 。  

 

（患者等 への配 慮 ）  

第５条  甲及び乙 は、統 合 再 編に当 たり、両 病院の患 者等へ の サービス の

継 続 性 を 確 保す る と と も に 、 患 者 等 に 不 利 益 が 生 じ な い よ う 配 慮 す る 。 

 

（職員の 処遇）  

第６条  甲及び乙 は、統 合 再 編に当 たり、両 病院に勤 務する 職 員が共に 高

い 士 気 と や り が い を も っ て 新 病 院 及 び 健 康 管 理 施 設 で 業 務 に 従 事 す る

ことがで き る よ う 、その処 遇につ い て十分に配慮す る 。  

 

（整備等 ）  

第７条   甲及び 乙は、新 病 院 及び健 康管理 施 設につい て、双方 の 利便性を

最大限考 慮 し 、 協 力、連携 して整 備 を進めることと す る。  

２  新病 院の整 備 にかかる 費用は 、 甲が負担 する。  

３  健康 管理施 設 の整備に かかる 費 用は、乙 が負担 す る。  

４  前 ２ 項 の い ず れ と な る か 明 確 に 区 別 す る こ と が で き な い 部 分 の 整 備

にかかる 費用に つ いては、 甲乙協 議 の上決定 するも の とする。  

 

（運営形 態）  

第８条  新病院の 運営は 、 甲が行う ことと す る。  

２  健康 管理施 設 の運営は 、乙が 行 うことと する。  

３  統合 再編後 の 新病院及 び健康 管 理施設の 運営に 当 たっては、相互に 協

力、連携 するも の とする。  

 

（開設場 所等）  

第９条  新病院及 び健康 管 理施設は 、市立 伊 丹病院の 現所在 地 を主とし た

場所に開 設 する 。  



 

２  乙は、統合再 編 によって 生じる 公 立学校共 済組合 近 畿中央病 院跡地 の

活用につ いて、 地 域医療に 配慮し な がら検討 するも の とする。  

 

（守秘義 務）  

第１０条  本協定に 基づく 協 議の内容 につい て は、甲乙 双方 が合 意した場

合に限り 、 合意 し た 範 囲 の 事項を公 表できる ものと す る。  

２  甲及 び乙は、統 合に際し て知り 得 た甲及び 乙の事 業 に関する 秘密情 報

を他に漏 らして は ならない 。  

 

（協定の 変更）  

第１１条  本協定は 、社 会 情 勢、経済 情勢等 に 変化があ った場 合 は、甲乙

協議の上 、 変 更 を 行うこと ができ る ものとする。  

 

（疑義の 解決方 法 等）  

第１２条  本協定に 定めの な い事項又 は疑義 が 生じた事 項につ い ては、そ

の都度甲 乙 協議 の 上 決 定 す るものと する。  

 

 

  令和 ２年  ４ 月  １日  

 

 

         

 


